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は
じ
め
に

　現
在
、
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
テ
（
一
七
四
九

│
一
八
三
二
）
の
輪
廻
観
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
少
な
い
状
況
で
あ

る
。
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
オ
ブ
ス
ト
の
『
輪
廻

│
あ
る
理
念
の
世
界
史
』

（Reinkarnation, W
eltgeschichte einer Idee, 2009

）
の
第
六
部
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
精
神
生
活
の
中
心
へ
」
で
、
ゲ
ー
テ
の
輪
廻
に
つ
い
て
の
考
察
が

述
べ
ら
れ
て
い
る）

1
（

。
ま
た
、
グ
ロ
リ
ア
・
コ
ロ
ン
ボ
は
「
ゲ
ー
テ
と
輪
廻
」

（G
oethe und die Seelenw

anderung, 2013

）
と
い
う
論
文
の
中
で
、
ゲ

ー
テ
が
読
ん
だ
輪
廻
に
関
す
る
著
書
を
紹
介
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、

ヒ
ン
ズ
ー
教
の
輪
廻
思
想
に
関
す
る
著
書
も
あ
る
。
ま
た
ゲ
ー
テ
の
手
紙

や
会
話
、
著
作
の
中
で
現
れ
て
い
る
輪
廻
の
概
念
に
つ
い
て
の
解
説
も
し

て
い
る）

2
（

。
こ
の
二
つ
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、「
ゲ
ー
テ
に
お
け
る
『
生

命
哲
学
』
の
研
究

│
自
然
詩
文
・
永
遠
・
輪
廻
・
行
為
」
と
い
う
論
文

で
筆
者
は
、
ゲ
ー
テ
の
青
年
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
の
輪
廻
に
関
す
る
発
言

を
集
め
、
彼
の
輪
廻
概
念
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
様
々
な
思
想
の
研
究
と
経

験
に
よ
り
、
深
ま
っ
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
た）

3
（

。
と
は
い
う
も
の

の
、
輪
廻
概
念
に
基
づ
い
た
ゲ
ー
テ
作
品
の
解
釈
は
依
然
少
な
い
。
グ
ロ

リ
ア
・
コ
ロ
ン
ボ
は
「
ゲ
ー
テ
と
輪
廻
」
の
中
で
、
輪
廻
を
基
に
し
た
ゲ

ー
テ
作
品
の
解
釈
に
つ
い
て
「
詩
人
ゲ
ー
テ
の
輪
廻
論
に
つ
い
て
の
す
べ

て
の
発
言
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
は
、
ゲ
ー
テ
作
品
の
解
釈
に
関
す
る

今
ま
で
埋
も
れ
て
き
た
新
し
い
貢
献
と
な
る
も
の
で
、
ゲ
ー
テ
の
そ
れ
ら

の
発
言
は
特
別
な
傾
聴
に
値
す
る）

4
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
が
関
心
を

持
っ
た
様
々
な
輪
廻
を
扱
う
作
品
の
中
に
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
聖
典
『
バ
ガ

ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』（
以
下
『
ギ
ー
タ
ー
』
と
略
す
る
）
と
『
ア
ル

ジ
ュ
ナ
、
イ
ン
ド
ラ
の
世
界
へ
行
く
』（
以
下
『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
と
略
す
る
）

が
あ
る
。
本
論
文
で
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
、
ヒ
ン
ズ
ー
教

の
思
想
が
ゲ
ー
テ
の
輪
廻
観
と
作
品
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
る
。

〈
研
究
論
文
３
〉

ツ
グ
ラ
ッ
ゲ
ン･

エ
ヴ
ェ
リ
ン

　

　ヒ
ン
ズ
ー
教
の
思
想
が
ゲ
ー
テ
の
輪
廻
観
と

　
　
　作
品
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
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二
回
の
講
義
（U
eber die unter dem

 N
am
en Bhagavad-G

ita bekannte 
Episode des M

aha-Bharata

「『
ギ
ー
タ
ー
』
と
い
う
名
で
知
ら
れ
て
い

る
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
の
物
語
に
つ
い
て
」
一
八
二
五
、
一
八
二
六
年
）

の
複
写
を
ゲ
ー
テ
は
手
に
入
れ
）
8
（

、
こ
の
講
義
に
つ
い
て
一
八
二
六
年
に
秘

書
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
リ
ー
マ
ー
と
会
話
し
た）

9
（

。

　そ
し
て
ゲ
ー
テ
は
フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ッ
プ
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
独

訳
し
て
、
一
八
二
四
年
に
出
版
し
た
『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』（A

rdschuna‘s 
Reise zu Indra‘s H

im
m
el, nebst anderen Episoden des M

aha-Bharata

直
訳
は
『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
イ
ン
ド
ラ
の
天
界
へ
の
旅
行
、
と
他
の
マ
ハ
ー

バ
ー
ラ
タ
の
物
語
』）
を
持
っ
て
お
り）
10
（

、
か
つ
オ
ル
フ
ェ
ル
ト
・
ダ
ッ
ペ

ル
の
『
ア
ジ
ア
』
と
ピ
エ
ー
ル
・
ソ
ネ
ラ
の
『
一
七
七
四
年
よ
り
八
一
年

に
わ
た
る
東
イ
ン
ド
お
よ
び
シ
ナ
へ
の
旅
』（
以
下
『
旅
』
と
略
す
）
と

ヘ
ル
ダ
ー
の
『
人
類
歴
史
哲
学
考
』
も
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら
ヒ
ン

ズ
ー
教
に
つ
い
て
知
見
を
得
た
）
11
（

。

二

　ゲ
ー
テ
と
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
お
け
る
輪
廻
観

　ゲ
ー
テ
の
著
作
を
具
に
見
る
と
、
彼
は
青
年
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
輪
廻

の
思
想
を
絶
え
ず
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
青
年
期
は
、
輪
廻
や
霊

魂
に
対
す
る
表
現
方
法
に
未
熟
さ
が
あ
っ
た
が
、
晩
年
に
か
け
て
、
詩
的

な
表
現
や
哲
学
的
用
語
を
用
い
、
次
第
に
自
身
の
輪
廻
や
霊
魂
に
対
す
る

思
想
を
詳
述
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼
は
、
例
え
ば

デ
ー
モ
ン
、
モ
ナ
ド
、
エ
ン
テ
レ
ヒ
ー
、
霊
魂
、
中
核
、
エ
ン
テ
レ
ヒ
ー

的
モ
ナ
ド
、
精
神
、
イ
デ
ー
な
ど
の
哲
学
的
用
語
を
用
い
た）
12
（

。
彼
の
輪
廻

一

　ゲ
ー
テ
と
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
思
想

　ゲ
ー
テ
の
生
き
た
時
代
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
民
族
叙
事
詩
『
マ
ハ
ー
バ

ー
ラ
タ
』
や
そ
こ
の
第
六
巻
に
編
入
さ
れ
て
い
る
『
ギ
ー
タ
ー
』
な
ど
の

研
究
が
ド
イ
ツ
で
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
時
代
）
5
（

で
あ
っ
た
。
し
か
し
ゲ
ー
テ

は
こ
の
新
し
く
誕
生
し
た
イ
ン
ド
学
の
発
展
を
注
視
し
て
い
た
。
彼
が
読

ん
だ
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
関
す
る
文
献
の
中
で
特
に
輪
廻
と
関
係
の
あ
る
文
献

は
『
ギ
ー
タ
ー
』
と
『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
で
あ
る
。
彼
は
『
ギ
ー
タ
ー
』
を

ド
イ
ツ
語
と
ラ
テ
ン
語
で
数
回
に
わ
た
り
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
一
七

九
二
、
一
八
〇
八
、
一
八
一
五
、
一
八
二
四
、
一
八
二
六
年
）。
以
下
に

そ
の
詳
細
を
挙
げ
る
。
ま
ず
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヘ
ル
ダ
ー
の

G
edanken einiger Brahm

anen

（
一
七
九
二
年
、「
い
く
つ
か
の
婆
羅

門
の
思
考
」）
と
い
うN

achdichtungen

（「
替
え
歌
」）
は
『
ギ
ー
タ
ー
』

か
ら
の
三
つ
の
詩
の
詩
句
を
改
変
し
た
も
の
で
、
ゲ
ー
テ
は
こ
の
作
品
を

読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
『
イ

ン
ド
人
の
言
語
と
英
知
に
つ
い
て
』（Ü

ber die Sprache und W
eisheit 

der Indier, 1808

）
の
中
に
、
ゲ
ー
テ
は
『
ギ
ー
タ
ー
』
の
部
分
的
な
独

訳
を
見
つ
け
た）

6
（

。
ま
た
ゲ
ー
テ
が
一
八
一
五
年
に
数
か
月
間
借
り
た

A
siatisches M

agazin

（『
ア
ジ
ア
の
マ
ガ
ジ
ン
』）
の
中
に
、
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
・
マ
イ
エ
ル
の
『
ギ
ー
タ
ー
』
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
独
訳

が
あ
っ
た）

7
（

。
ま
た
一
八
二
四
年
ゲ
ー
テ
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ

ル
か
ら
注
釈
付
き
の
『
ギ
ー
タ
ー
』
の
ラ
テ
ン
語
訳
を
も
ら
っ
た
。
ま
た

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
『
ギ
ー
タ
ー
』
に
つ
い
て
の
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能
性
が
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
、
人
間
の
霊
魂
は
、
自
身
の
努
力
に
よ
っ

て
成
長
し
て
、
さ
ら
に
大
き
な
霊
魂
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
ま
と
め
て
い
る）
14
（

。

　ま
た
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
も
宇
宙
規
模
の
輪
廻
観
が
あ
る
。
鎧
淳
は
ヒ
ン
ズ

ー
教
の
輪
廻
観
に
つ
い
て
「
い
か
な
る
個
々
の
存
在
も
、
純
粋
に
霊
的
な

原
理
と
、
粗
大
並
び
に
微
細
な
物
質
の
構
成
す
る
肉
体
と
か
ら
成
っ
て
い

る
。（
省
略
）
人
が
、
物
質
か
ら
な
る
自
ら
の
肉
体
を
、
真
に
自
己
な
り

と
思
い
込
み
、
誤
認
し
て
、
こ
れ
に
執
着
し
続
け
る
か
ぎ
り
、
人
は
因
果

応
報
の
定
め
に
従
っ
て
、
前
世
か
ら
揺
曳
す
る
善
悪
両
業
の
効
果
を
受

け
、
絶
え
ず
、
新
た
な
生
を
繰
り
返
し
、
輪
廻
し
続
け
る）
15
（

」
と
述
べ
て
い

る
。
ヴ
ェ
ー
ラ
ス
ワ
ミ
ー
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
ラ
ジ
ュ
に
よ
れ
ば
、
太
陽
、
月
、

地
球
、
イ
ン
ド
ラ
な
ど
の
神
々
へ
の
崇
拝
は
、
効
果
が
限
ら
れ
て
お
り
、

イ
ン
ド
ラ
や
他
の
下
の
神
々
の
崇
拝
者
た
ち
は
、
世
俗
的
な
恩
恵
を
享
受

し
て
ス
ヴ
ァ
ル
ガ
に
行
く
。
最
高
の
世
界
で
あ
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
世
界
に

比
べ
て
、
ス
ヴ
ァ
ル
ガ
は
低
い
世
界
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
時
的
な
住
人
と

し
て
イ
ン
ド
ラ
の
世
界
に
行
き
、
一
定
の
期
間
後
、
生
々
流
転
（
サ
ン
サ

ー
ラ
・
輪
廻
）
に
入
る
）
16
（

。『
ギ
ー
タ
ー
』
第
八
章
に
あ
る
よ
う
に
、
魂
は

下
の
世
界
か
ら
梵
天
の
世
界
に
い
た
る
ま
で
の
諸
世
界
を
回
帰
す
る
が
、

ク
リ
シ
ュ
ナ
の
世
界
に
到
達
す
れ
ば
以
後
は
回
帰
し
な
い）
17
（

。
以
上
の
よ
う

に
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
最
終
的
な
目
標
は
、「
輪
廻
の
輪
か
ら
抜
け
出
す
」
こ

と
で
あ
る
。

　し
か
し
、
ゲ
ー
テ
は
『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』、『
ギ
ー
タ
ー
』
と
出
会
う
前
か

ら
す
で
に
、
霊
魂
ま
た
は
モ
ナ
ド
は
、
世
界
や
星
に
な
れ
る
、
と
い
う
輪

観
や
霊
魂
概
念
に
影
響
を
与
え
た
思
想
哲
学
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ー
、

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
モ
ナ
ド
論
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
エ
ン
テ
レ
ヒ
ー
、
オ

ル
フ
ェ
ウ
ス
教
な
ど
様
々
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
西
洋
の
霊
魂
概
念
に
は
、

霊
魂
が
光
を
放
つ
、
と
い
う
考
え
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
ヒ
ン
ズ

ー
教
の
も
の
で
あ
り
、
彼
の
晩
年
の
作
品
に
現
れ
て
い
る
。

　一
八
一
三
年
一
月
二
五
日
、
ゲ
ー
テ
は
友
人
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
テ

ィ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
の
死
を
き
っ
か
け
に
、
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ダ
ニ
エ
ル
・

フ
ァ
ル
ク
と
輪
廻
に
つ
い
て
対
話
し
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
要
点
を
ま
と

め
る
。

　対
話
の
冒
頭
、
ゲ
ー
テ
は
「
自
然
に
お
け
る
全
現
象
の
出
発
点
」
で
あ

る
「
根
源
構
成
要
素
」
を
「
霊
魂
」
ま
た
は
「
モ
ナ
ド
」
と
よ
び
、
定
義

し
て
い
る
。「
モ
ナ
ド
」
は
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
考
案
し

た
概
念
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
肉
体
と
魂
の
調
和
を
求
め
、
真
に

存
在
す
る
も
の
は
モ
ナ
ド
と
い
う
実
体
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
肉
体
や

他
の
物
体
は
モ
ナ
ド
の
「
延
長
」
で
あ
り
「
現
象
」
に
す
ぎ
な
い
、
対
し

て
霊
魂
は
単
一
的
な
実
体
で
あ
る）
13
（

と
。
こ
の
対
話
の
中
で
、
ゲ
ー
テ
は
、

人
間
の
霊
魂
は
、
人
間
だ
け
で
な
く
世
界
や
星
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
も
あ
る
、
と
い
う
宇
宙
規
模
の
輪
廻
観
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
蟻
か

ら
世
界
ま
で
す
べ
て
の
も
の
に
は
霊
魂
、
あ
る
い
は
モ
ナ
ド
が
あ
り
、
そ

れ
ら
の
も
の
は
、
目
に
見
え
ず
内
在
し
て
い
る
「
高
い
意
想
、
よ
り
高
い

使
命
」
を
持
ち
な
が
ら
、
同
じ
法
則
に
従
っ
て
目
に
見
え
る
形
に
発
展
し

て
い
く
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
人
間
は
、
自
身
の
勤
勉
、
熱
心
、
精

神
に
よ
り
来
世
以
降
、
世
界
モ
ナ
ド
、
あ
る
い
は
星
と
し
て
生
ま
れ
る
可
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い
て
再
研
究
を
始
め
た
。
詩
「
パ
ー
リ
ア
」
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
ソ
ネ

ラ
の
『
旅
』
を
基
に
し
た）
21
（

。

　三
部
作
で
あ
る
「
パ
ー
リ
ア
」
は
、「
パ
ー
リ
ア
の
祈
り
」（D

es Paria 
G
ebet

）、「
聖
譚
」（Legende

）、「
パ
ー
リ
ア
の
感
謝
」（D

ank des Paria

）

と
い
う
三
つ
の
詩
か
ら
な
る
。「
パ
ー
リ
ア
の
感
謝
」
で
「
偉
大
な
梵
天

よ

　い
ま
こ
そ
知
り
ま
す
（
省
略
）
あ
な
た
は
す
べ
て
を
う
べ
な
わ
れ
ま

す
／
あ
な
た
は

　し
も
じ
も
の
者
に
対
し
て
も
／
耳
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
な
こ

と
は
な
さ
い
ま
せ
ん
／
新
生
の
恵
み
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た）
22
（

」
と
あ

る
。
こ
の
「
新
生
の
恵
み
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
」
は
、
ド
イ
ツ
語
で

「Alle hast du neu geboren

）
23
（

」
で
あ
り
、「
皆
を
蘇
ら
せ
た
」
や
「
皆
を

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
」
な
ど
の
和
訳
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
パ
ー
リ
ア

は
自
分
た
ち
を
「
し
も
じ
も
の
者
」
と
称
し
て
い
て
、
こ
の
我
ら
「
し
も

じ
も
の
者
」
に
、
梵
天
は
新
し
い
人
生
を
与
え
て
く
れ
た
と
言
っ
て
い
る

が
、
ど
の
階
級
に
生
ま
れ
変
わ
れ
た
か
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

「
パ
ー
リ
ア
の
祈
り
」
で
は
、
パ
ー
リ
ア
は
梵
天
に
次
の
よ
う
に
祈
っ
て

い
る
、「
主
よ

　さ
て
も
ま
た
こ
の
祈
り
の
後
に
は
／
私
に
も
子
と
し
て

の
祝
福
を
お
与
え
く
だ
さ
い
／
そ
れ
と
も

　私
ご
と
き
も
あ
な
た
に
結
ば

れ
る
／
し
る
し
を

　お
現
わ
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
／
あ
の
遊
女
さ
え
と
り

あ
げ
て
／
女
神
の
地
位
に
た
か
め
ら
れ
た
お
方
な
ら
／
わ
た
し
ど
も
に
も

御
名
を
あ
が
め
る
べ
く
／
か
よ
う
な
奇
跡
を
も
た
ら
し
た
ま
え）
24
（

」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
パ
ー
リ
ア
は
今
よ
り
高
い
階
級
に
生
ま
れ
変
わ

る
。
つ
ま
り
パ
ー
リ
ア
は
、
詩
「
神
と
バ
ヤ
デ
レ

│
イ
ン
ド
伝
説
よ
り
」

に
出
て
く
る
バ
ヤ
デ
レ
（
遊
女
）
の
よ
う
に
、
自
分
も
神
化
し
た
い
と
願

廻
観
を
持
っ
て
い
た
が
、
彼
の
作
品
や
発
言
な
ど
か
ら
は
、「
輪
廻
の
輪

か
ら
抜
け
出
す
」
と
い
う
よ
う
な
到
達
目
標
は
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
一

七
七
九
年
「
水
の
上
の
霊
ら
の
歌
」（G

esang der G
eister über den 

W
assern

）
と
い
う
詩
の
中
で
人
間
の
魂
を
水
の
循
環
の
比
喩
を
使
い
、

生
々
流
転
が
永
遠
に
続
く
と
い
う
考
え
を
表
現
し
て
い
る）
18
（

。
ま
た
、
一
八

二
九
年
九
月
一
日
、
最
晩
年
の
ゲ
ー
テ
は
エ
ッ
カ
ー
マ
ン
と
の
対
話
の
際

に
、
霊
魂
不
滅
と
生
命
の
永
遠
性
へ
の
信
仰
を
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
霊

魂
不
滅
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め
に
エ
ン
テ
レ
ヒ
ー
と
い
う
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
哲
学
的
概
念
を
使
っ
て
、
現
世
で
偉
大
な
エ
ン
テ
レ
ヒ
ー
で
な
け

れ
ば
、
来
世
で
も
偉
大
な
エ
ン
テ
レ
ヒ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い）
19
（

、
と

述
べ
エ
ン
テ
レ
ヒ
ー
、
す
な
わ
ち
霊
魂
は
常
に
生
ま
れ
変
わ
る
が
、
来
世

の
存
在
の
大
き
さ
は
今
世
の
活
躍
に
よ
る
、
と
い
う
輪
廻
観
を
示
し
た
。

こ
れ
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
良
い
行
動
に
よ
っ
て
良
い
存
在
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
、
と
い
う
輪
廻
思
想
に
似
て
い
る
。

三

　「パ
ー
リ
ア
」
に
お
け
る
輪
廻
概
念

　ゲ
ー
テ
が
ヒ
ン
ズ
ー
教
社
会
に
つ
い
て
考
察
し
た
成
果
は
「
神
と
バ
ヤ

デ
レ）
20
（

│
イ
ン
ド
伝
説
よ
り
」（D

er G
ott und die Bajadere, 1797

）
と

「
パ
ー
リ
ア
」（Paria, 1824

）
と
い
う
詩
に
見
ら
れ
る
。
パ
ー
リ
ア
と
は
、

カ
ー
ス
ト
制
度
の
外
側
に
あ
っ
て
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
社
会
に
お
い
て
不
可
触

民
と
し
て
差
別
さ
れ
て
き
た
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
は
す
で
に
一

七
七
〇
年
代
か
ら
ダ
ッ
ペ
ル
の
『
ア
ジ
ア
』
を
通
し
て
パ
ー
リ
ア
に
つ
い

て
知
っ
て
お
り
、
四
〇
年
以
上
経
っ
た
一
八
二
〇
年
代
に
パ
ー
リ
ア
に
つ
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き
物
み
た
い
に
ひ
と
り
で
に
こ
っ
ち
へ
動
い
て
く
る
ん
で
す
。
い
す
は
金

色
に
輝）
26
（

」
い
て
い
る
、
と
あ
る
。『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
で
は
「
太
陽
の
よ
う

に
照
ら
し
つ
つ
、
神
聖
な
戦
車
に
乗
っ
た）
27
（

」
と
あ
る
。
そ
の
後
ア
ル
ジ
ュ

ナ
は
戦
車
に
乗
り
続
け
る
が
、
マ
カ
ー
リ
エ
は
雲
に
運
ば
れ
天
に
昇
る
。

　次
に
マ
カ
ー
リ
エ
が
星
に
変
身
す
る
様
と
、『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
で
人
々
が

星
に
な
る
様
が
似
て
い
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
自
身
の
夢
に
つ
い
て
「
最

後
に
彼
女
（
マ
カ
ー
リ
エ
）
の
美
し
い
顔
の
代
わ
り
に
、
散
り
ゆ
く
雲
の

あ
い
だ
に
、
星
が
ひ
と
つ
ま
た
た
く
の
が
見
え
ま
し
た）
28
（

」
と
言
っ
て
い
る
。

マ
カ
ー
リ
エ
は
星
に
な
り
空
に
上
が
っ
た
が
、
彼
は
そ
れ
を
星
と
見
た
。

『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
で
は
「
彼
（
ア
ル
ジ
ュ
ナ
）
は
地
上
を
動
く
人
間
た
ち

に
見
え
な
い
道
を
進
み
、
驚
嘆
す
べ
き
天
車
を
幾
千
と
見
た
。
そ
こ
で
は

太
陽
も
月
も
火
も
輝
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
功
徳
で
得
た
そ
れ

ら
自
身
の
輝
き
で
輝
い
て
い
た）
29
（

」
と
あ
り
、
御
者
の
マ
ー
タ
リ
が
、
ア
ル

ジ
ュ
ナ
に
「
こ
れ
は
善
行
を
積
ん
だ
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
位
置
し

て
い
る
も
の
で
す
。
地
上
で
は
、
あ
な
た
は
彼
ら
を
星
で
あ
る
と
見
て
い

た
の
で
す）
30
（

」
と
説
明
し
て
い
る
。
善
行
を
積
ん
で
亡
く
な
っ
た
人
々
の
魂

は
、
天
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
位
置
し
て
輝
き
、
地
球
か
ら
星
の
よ
う

に
見
え
る
。
以
上
か
ら
ゲ
ー
テ
は
『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
の
「
偉
大
な
人
間
が

星
に
な
る
」
と
い
う
概
念
を
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
』
に
用
い
た
と
言
え
る
。

　引
き
続
き
同
じ
場
面
で
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、
夢
の
中
で
マ
カ
ー
リ
エ

が
星
に
な
る
の
を
見
て
、「
そ
の
星
は
た
え
ず
上
へ
と
は
こ
ば
れ
て
、（
中

略
）
そ
の
星
は
星
空
全
体
と
ひ
と
つ
に
溶
け
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す）
31
（

」

と
言
っ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
目
覚
め
る
と
「
明
け
の
明
星
」
が
窓

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
バ
ヤ
デ
レ
は
来
世
で
は
な
く
、
今
世
に
お

い
て
神
化
し
た
が
、「
新
生
の
恵
み
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
」
と
い
う

句
は
、
来
世
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ゆ
え
に
、
ゲ
ー
テ

は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
輪
廻
観
を
意
識
し
、
こ
の
詩
を
書
い
た
。

四

　『ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
遍
歴
時
代
』

　
　
　│「
マ
カ
ー
リ
エ
」
の
本
質

　『ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
で
は
、
ア
ル
ジ
ュ
ナ
が
イ
ン
ド
ラ
の
天
界
へ
行
き
、

そ
こ
で
地
球
か
ら
星
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
亡
く
な
っ
た
人
々
の
魂
と
出

会
う
場
面
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
宇
宙
規
模
の
輪
廻
観
は
、
ゲ
ー
テ
の
小

説
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
遍
歴
時
代
』（W

ilhelm
 M
eisters 

W
anderjahre

　以
下
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
』
と
略
す
、
一
八
二
九
年
）
の

中
に
も
見
ら
れ
る
。
小
説
の
登
場
人
物
マ
カ
ー
リ
エ
の
内
面
に
は
宇
宙
が

存
在
し
て
い
る
、
よ
っ
て
彼
女
は
宇
宙
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
あ
り
、
ま
た
主
人
公
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、
彼
女
が
星
に
な
る
夢
を

見
て
い
る
。
マ
カ
ー
リ
エ
の
本
質
に
関
し
て
西
洋
思
想
に
基
づ
い
た
研

究
）
25
（

は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
思
想
に
基
づ
い
た
解
釈
は
ま
だ

な
い
。『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
の
ア
ル
ジ
ュ
ナ
が
天
界
へ
行
き
、
そ
こ
で
地
球

か
ら
星
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
、
亡
く
な
っ
た
人
々
の
魂
と
出
会
う
場
面

が
、『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
』
の
あ
る
場
面
と
似
て
い
る
の
で
、
以
下
で
こ
れ

ら
を
比
較
す
る
。

　ま
ず
マ
カ
ー
リ
エ
の
座
っ
て
い
る
椅
子
と
、
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
乗
っ
て
い

る
戦
車
が
似
て
い
る
。「
マ
カ
ー
リ
エ
さ
ん
の
座
る
い
す
が
、
ま
る
で
生
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五

　『フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部

　
　
　│
「
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
」
の
本
質

　ゲ
ー
テ
最
晩
年
の
作
品
で
あ
る
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
（
一
八
三
二

年
）
の
中
に
も
ヒ
ン
ズ
ー
教
思
想
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
記
の
亡
く

な
っ
た
人
々
の
魂
が
星
の
よ
う
に
輝
く
、
と
い
う
事
象
は
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』

第
二
部
に
登
場
す
る
「
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
」
と
い
う
存
在
に
も
少
し
見
ら
れ

る
。『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
で
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
助
手
で
あ
っ
た
ワ
ー

グ
ナ
ー
が
、
第
二
部
で
は
一
代
の
碩
学
と
言
わ
れ
る
身
と
な
っ
て
、
人
造

人
間
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
を
生
み
出
す
。
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
と
は
ラ
テ
ン
語
で
小

人
間
の
意
で
、
男
性
の
精
子
を
密
閉
し
た
レ
ト
ル
ト
に
入
れ
て
お
く
と
、

そ
れ
が
生
気
を
得
て
動
き
、
肉
体
は
な
く
透
明
で
あ
る
が
、
驚
歎
す
べ
き

神
秘
的
な
知
恵
が
あ
り
、
妖
精
の
ご
と
く
力
強
く
活
動
す
る
も
の
、
と
さ

れ
て
い
る
。
神
秘
家
な
ど
の
雑
記
か
ら
ゲ
ー
テ
は
こ
の
着
想
を
得）
35
（

、
そ
れ

を
よ
り
発
展
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　『フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
第
二
幕
で
、
気
を
失
っ
て
い
る
フ
ァ
ウ
ス
ト

を
尻
目
に
、
メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
は
実
験
室
へ
行
き
、
そ
こ
で
は
ワ

ー
グ
ナ
ー
が
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
の
創
造
を
試
み
て
い
る
。
そ
し
て
つ
い
に
レ

ト
ル
ト
の
中
に
肉
体
を
持
た
な
い
純
粋
生
命
体
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
が
産
ま
れ

る
。
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
は
、
そ
の
神
通
力
に
よ
っ
て
失
神
し
て
い
る
フ
ァ
ウ

ス
ト
の
夢
を
読
み
取
り
、
自
ら
も
人
生
を
体
験
し
た
い
と
思
い
立
ち
、
ワ

ー
グ
ナ
ー
の
元
を
離
れ
て
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
随
行
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ

で
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
が
「
光
を
発
す
る
」
こ
と
に
注
目
し
た
い
。「
輝
く
ル

か
ら
見
え
た
。「
そ
う
し
て
、
目
を
や
れ
ば
こ
ん
ど
は

│
明
け
の
明
星

が
、
あ
の
星
と
同
じ
よ
う
に
美
し
く
、
も
っ
と
も
、
光
り
輝
く
壮
麗
さ
は

あ
の
星
ほ
ど
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
じ
っ
さ
い
に
目
に
光
っ
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
か
な
た
に
浮
か
ぶ
現
実
の
星
が
夢
に
見
た
星

の
代
わ
り
と
な
っ
て
、
幻
の
星
の
お
び
て
い
た
壮
麗
さ
を
吸
い
取
っ
て
い

る
の
で
す）
32
（

」
と
。
こ
の
夢
の
話
を
聞
い
た
天
文
学
者
は
「
ど
う
か
こ
の
こ

と
が
、
あ
の
神
々
し
い
方
（
マ
カ
ー
リ
エ
）
の
下
界
を
離
れ
る
予
兆
で
は

な
い
よ
う
に
！
あ
の
方
（
マ
カ
ー
リ
エ
）
は
お
そ
か
れ
早
か
れ
そ
う
い
う

神
化
に
あ
ず
か
る
方
で
す
の
で）
33
（

」
と
言
っ
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
夢
と
天

文
学
者
の
言
葉
は
、
彼
女
は
神
化
し
、
そ
の
魂
は
い
つ
か
星
空
で
美
し
い

星
と
し
て
輝
き
続
け
る
、
と
い
う
彼
女
の
未
来
を
予
言
し
た
と
言
え
る
。

　『ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
で
は
、
人
々
の
魂
は
、
亡
く
な
っ
た
後
に
輝
く
が
、

マ
カ
ー
リ
エ
は
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
自
分
の
内
な
る
自
我
が
、
幾
多
の
輝

く
存
在
に
満
た
さ
れ
、
何
も
の
に
も
ま
し
て
明
る
い
太
陽
の
光
で
さ
え
曇

ら
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
ひ
と
つ
の
光
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
て
い
た
の
を

思
い
出
す
）
34
（

」
と
言
い
、
生
き
て
い
る
間
に
輝
き
を
放
っ
た
。

　フ
ァ
ル
ク
と
の
対
話
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
人
間
の
魂
は
人
間
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
星
と
し
て
ま
た
は
世
界
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
も

あ
る
、
と
ゲ
ー
テ
は
考
え
た
。
そ
し
て
彼
は
、
マ
カ
ー
リ
エ
の
魂
は
亡
く

な
っ
て
か
ら
も
輝
き
続
け
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
は
、『
ア
ル

ジ
ュ
ナ
』
の
地
球
か
ら
星
に
見
え
る
、
亡
く
な
っ
た
人
々
の
輝
く
魂
を
、

大
き
な
モ
ナ
ド
と
し
て
読
み
取
っ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
輪
廻
概

念
を
通
し
、
ゲ
ー
テ
は
自
身
の
輪
廻
概
念
を
深
化
さ
せ
た
と
考
え
る
。
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役
の
「
鬼
火
」
に
似
て
い
る）
39
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
ゲ
ー
テ
に
と
っ
て
光
っ
て

い
る
も
の
は
、
周
り
を
照
ら
し
導
く
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

六

　輝
く
魂

　『ギ
ー
タ
ー
』
第
一
四
章
の
中
で
、「
こ
の
身
体
の
、
一
切
の
門
に
お
い

て
、
知
識
と
い
う
光
明
が
生
ず
る
時
、
純
質
が
増
大
し
た
と
知
る
べ
き
で

あ
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
一
切
の
門
」
は
眼
、
耳
な
ど
の
感
覚
器
官

を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
暗
質
は
無
知
か
ら
生
じ
）
40
（

」
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
知
識
と
い
う
光
明
の
反
対
を
表
し
て
い
る
。『
ギ
ー
タ
ー
』
で
は
、

光
明
は
知
識
と
同
等
と
さ
れ
、
暗
質
は
無
知
と
同
等
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
は
、
知
人
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
に
対
す
る
言
葉
や
ゲ
ー
テ
が

描
い
た
マ
カ
ー
リ
エ
や
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
に
も
見
ら
れ
る
。
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト

と
マ
カ
ー
リ
エ
は
、
二
人
と
も
来
世
以
降
、
輝
く
星
に
な
る
と
ゲ
ー
テ
は

述
べ
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
は
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
を
、
知
恵
の
あ
る
大
切
な
友
人

と
し
て
先
輩
と
し
て
尊
敬
し
て
い
た
。
マ
カ
ー
リ
エ
は
不
思
議
な
予
言
能

力
を
持
っ
て
お
り
、
宇
宙
の
偉
大
さ
に
目
覚
め
た
存
在
で
あ
る
。

　上
述
の
よ
う
に
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
は
い
つ
か
輝
く
星
と
な
る
、
と
ゲ
ー
テ

に
想
像
さ
れ
、
マ
カ
ー
リ
エ
と
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
は
、
物
語
の
中
で
実
際
に

輝
い
た
。
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
と
マ
カ
ー
リ
エ
は
、
人
間
と
し
て
善
の
力
を
持

っ
て
お
り
、
ま
た
マ
カ
ー
リ
エ
と
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
は
神
秘
的
な
力
を
持
っ

て
お
り
、
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
の
場
合
、
光
は
道
案
内
、
つ
ま
り
周
り
を
照
ら

す
役
で
あ
る
。

　魂
（
星
）
が
光
を
放
っ
て
輝
く
条
件
は
「
善
行
を
積
む
こ
と
」
で
あ
る

ビ
ー
」、「
稲
妻
の
よ
う
な
光
を
発
す
る
」、「
明
る
い
白
い
光
」、「
光
っ
て

い
る
な
」、「
私
が
先
立
ち
し
て
照
ら
し
ま
し
ょ
う
」、「
光
は
た
く
さ
ん
だ

し
ま
す
が
」
な
ど
の
表
現
か
ら
、
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
は
光
る
力
、
能
力
を
持

っ
て
い
る
と
わ
か
る）
36
（

。
ま
だ
肉
体
が
な
い
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
は
魂
の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
、
そ
の
魂
は
肉
体
化
さ
れ
る
前
か
ら
存
在
し
、
光
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
を
作
っ
て
い
る
最
中
に

メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
に
「
お
い
で
な
さ
い
。
よ
い
星
回
り
で
す）
37
（

」
と

話
し
か
け
て
い
る
が
、
こ
の
箇
所
は
ド
イ
ツ
語
の
原
本
で
「W
illkom

-
m
en! zu dem

 Stern der Stunde
）
38
（

」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
語
で

頻
繁
に
使
わ
れ
る
比
喩
「Sternstunde
」（
記
念
す
べ
き
歴
史
的
な
時
）

と
い
う
表
現
を
「zu dem

 Stern der Stunde
」
と
い
う
文
書
に
言
い
換

え
て
用
い
て
い
る
。「W

illkom
m
en! zu dem

 Stern der Stunde

」
を

言
葉
通
り
に
訳
す
と
「
こ
の
時
間
に
誕
生
す
る
（
し
た
）
星
へ
よ
う
こ

そ
！
」
に
な
る
。
こ
こ
で
誕
生
す
る
星
と
は
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
で
あ
る
。
つ

ま
り
こ
の
透
明
な
「
魂
」
の
誕
生
が
「
星
」
の
誕
生
に
譬
え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
二
つ
の
意
味
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は

こ
の
時
に
起
こ
っ
た
大
き
な
出
来
事
と
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
こ
の
ホ
ム

ン
ク
ル
ス
の
輝
き
、
光
自
体
と
し
て
、
で
あ
る
。『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二

部
「
中
世
風
の
実
験
室
」
の
章
の
中
で
、
作
ら
れ
た
ば
か
り
の
ホ
ム
ン
ク

ル
ス
は
、
メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
に
「
私
が
先
立
ち
し
て
照
ら
し
ま
し

ょ
う
」
と
述
べ
て
、
こ
の
あ
と
の
旅
の
際
に
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
メ
フ
ィ
ス

ト
ー
フ
ェ
レ
ス
の
道
を
照
ら
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
フ

ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
「
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
」
の
章
に
出
て
く
る
道
案
内
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に
違
い
な
い
。『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
』
と
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
を
執
筆

し
た
時
点
で
、
彼
は
『
ギ
ー
タ
ー
』
の
全
訳
と
『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
を
す
で

に
読
ん
で
い
た
。『
ア
ル
ジ
ュ
ナ
』
の
中
の
、
善
行
を
積
ん
で
亡
く
な
っ

た
人
々
の
魂
は
、「
功
徳
で
得
た
そ
れ
ら
自
身
の
輝
き
で
」
光
っ
て
い
た
、

と
い
う
部
分
か
ら
ゲ
ー
テ
は
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た
「
人
間
が
星
に
な

る
」
と
い
う
考
え
を
さ
ら
に
深
め
、
特
に
「
マ
カ
ー
リ
エ
」、「
ホ
ム
ン
ク

ル
ス
」
に
よ
り
表
現
し
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
ゲ
ー
テ
が
影
響
を
受
け
た

西
洋
の
霊
魂
概
念
で
は
、
霊
魂
の
輝
き
に
つ
い
て
説
明
で
き
な
い
ゆ
え

に
、
そ
の
考
え
は
、
主
に
ヒ
ン
ズ
ー
教
か
ら
取
っ
て
き
た
も
の
と
言
え
る
。

　ヒ
ン
ズ
ー
教
の
輪
廻
概
念
と
関
連
す
る
行
為
の
概
念
が
ゲ
ー
テ
の
作
品

で
現
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。
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お
わ
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に

　以
上
、
ゲ
ー
テ
は
す
で
に
青
年
期
か
ら
輪
廻
観
を
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て
い
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が
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ヒ

ン
ズ
ー
教
の
思
想
と
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廻
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に
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特
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小
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人
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が
で
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き
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し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ゲ
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よ
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な
到

達
目
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は
見
ら
れ
な
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と
っ
て
の
霊
魂
は
、
常
に
輪
廻
し
続
け
る

も
の
で
あ
る
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彼
が
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
思
想
、
特
に
輪
廻
概
念
か
ら
影
響
を

受
け
た
判
断
で
き
る
著
作
及
び
人
物
は
、
詩
「
パ
ー
リ
ア
」、『
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
』
の
「
マ
カ
ー
リ
エ
」、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
の
「
ホ
ム
ン
ク
ル

ス
」
で
あ
る
。
詩
「
パ
ー
リ
ア
」
で
梵
天
へ
の
祈
り
に
よ
っ
て
パ
ー
リ
ア

の
者
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
、
と
い
う
部
分
は
、
ゲ
ー
テ
が
当
時
の
文
献

か
ら
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
て
い
た
ゆ
え
に
書
く
こ
と
が
で

き
た
、
と
考
え
ら
れ
る
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パ
ー
リ
ア
」
は
一
八
二
四
年
に
執
筆
さ
れ
た

の
で
、
ゲ
ー
テ
は
そ
れ
ま
で
に
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
輪
廻
観
に
つ
い
て
学
ん
だ
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